
アスファルトアスファルトアスファルト
接着系アンカー注入方式カートリッジ型

使える使える使えるにもにもにも

ASC 165
容量：165ml
主剤：エポキシアクリレート樹脂

おねじとして

めねじとして

セット内容
ミキシングノズル2本

樹脂カートリッジ

市販
のコ
ーキ
ング
ガン

(強力
型 )

アスファルト
コンクリート
ALCパネル
ブロック

マルチ 母材対応にマルチマルチ 母材対応母材対応にに



施工仕様

注意事項

【使用上の注意事項】
使用前にカタログ、施工要領書、ＳＤＳをよく読み、
内容を理解の上ご使用ください。
カタログ、施工要領書、ＳＤＳおよび以下の注意
事項に従わなかった場合に発生した事故については、
当社は一切責任を負いません。

※1 必要注入量は20％の割増率を見込んでいます。
※2 カートリッジ1本あたりの施工可能本数は目安です。

※1 必要注入量は20％の割増率を見込んでいます。
※2 カートリッジ1本あたりの施工可能本数は目安です。

【施工上の注意事項】
使用開始時およびミキシングノズル交換時、最初のトリガー３～４回分までは
混合が不十分の場合があるため、必ず捨ててください。
作業中、直射日光が当たらないようにしてください。
吐出後、ボルトの埋込みが可能な時間（可使時間）は気温や適応母材
の温度によって異なります。気温が高いと硬化が早まりますのでご注意ください。
所定の硬化時間内は、ボルトを動かしたり、力をかけたりしないでください。
作業時は安全保護具を着用してください。

砕石 (路盤)

※密粒度アスファルト、厚さ50mm以上で使用してください。

アスファルト表層
（密粒度アスファルト）

A2601000ZN
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ボルトの
呼び 穿孔深さ 必要注入量 カートリッジ1本あたりの

施工可能本数

単位：本単位：mm

※1 ※2

単位：ｍｌ

※1 保証値や許容荷重ではありません。また、穿孔径、穿孔深さは上記「施工仕様」によります。
※2 当社アスファルト実験場（密粒度アスファルト、厚さ50mm）での実験値です。
※3 コンクリート設計基準強度 Fc=21N/mm2 での実験値です。
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必要注入量
※1 ※2

施工方法

セット内容 別売品

  30℃を超える環境や直射日光の当たる環境では急速に硬化します。
  注入後、すぐにボルトを挿入してください。
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強度表 可使・硬化時間の目安

●アスファルト ●コンクリート

切粉の除去 ブラシがけ

❶ 穿孔
　切粉の除去とブラシがけを2～3回繰り返す
　※アスファルトの場合、ブラシがけは不要

　 ※母材により穿孔径・
　 　穿孔深さが異なるため、
　 　注意する

　※必ず3~4回分捨てショット
　　を行う

❷ 清掃 ❸ ボルトへマーキング ❹ 注入 ❺ ボルト挿入
ボルトを回しながら
マーキング位置まで挿入する
※硬化養生後に取付ける

品　名

品　番

内　容

標準価格（税抜き）

ミキシングノズル2本
樹脂カートリッジ1本

ASC-165

6,000円

アスファルトケミカル 品　名

品　番

内　容

標準価格（税抜き）

ミキシングノズル4本

ASC-NZL

2,000円

ミキシングノズル

単位：kN

本社 /〒270-0163　千葉県流山市南流山三丁目 10番地 16 
祝日を除く月～金曜日

樹脂カートリッジ

ミキシングノズル2本

※1
※2 ※3


